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生
物
多
様
性
の
喪
失
は
加
速
し
て
お
り
、
そ
の
こ

と
が
地
球
全
体
に
深
刻
な
懸
念
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
懸
念
は
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
を

食
い
止
め
る
た
め
に
、
政
府
、
市
民
団
体
、
個
人
、

民
間
部
門
の
全
て
が
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
の
認
識
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
昆
明
・
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組（
Ｇ
Ｂ
Ｆ＊

）で
策
定
さ
れ

た「
自
然
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ
ー
ル（Global

Goalfor
N
ature

）」
で
は
、
2
0
2
0
年
を
基
準

と
し
て
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
自
然
の
喪
失
の
阻

止
・
回
復
を
実
現
し
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
完
全
回

復
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る（
図
表
）。

ま
た
、
同
ゴ
ー
ル
は
、
人
類
、
地
球
、
経
済
の
健

全
性
の
確
保
に
向
け
、
生
物
多
様
性
、
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
、
自
然
資
本
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
の
状
態
が
、

将
来
に
お
い
て
現
状
よ
り
良
く
な
る
世
界
を
実
現
す

る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
た
め
の

国
際
社
会
の
共
同
の
取
り
組
み
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ

よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
同
ア
プ
ロ
ー
チ
は
Ｓ
Ｂ
Ｔ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク＊

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
手
法
や
指
標
と

整
合
性
が
あ
る
ほ
か
、
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ＊

）の
枠
組
み
で
推
奨
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
企
業
に
よ
る
進
捗
状
況
の
報
告
・

開
示
を
可
能
に
す
る
。

企
業
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
け
た
成
果

を
上
げ
、
事
業
の
長
期
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
強
靭
性
）

を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
事
業
活
動
に
と
ど

ま
ら
ず
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
使
用
後
廃
棄
物
な

ど
に
よ
る
影
響
も
含
め
て
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
け
て
行
動
を
起
こ

し
、
働
き
か
け
を
行
え
る
度
合
い
は
、
業
種
や
事
業

活
動
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
異
な
り
、
全
て
の
企
業
が

同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
自
社
製
品
の

原
料
・
部
品
に
関
す
る
情
報
の
質
や
正
確
性
も
同
じ

で
は
な
い
。
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
関
す
る
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

あ
る
い
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
関
す
る
決
定

に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
企
業
を
次
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
、
タ

イ
プ
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
べ
き
道
筋
を
提
言

し
て
い
る
。

タ
イ
プ
Ａ
：
事
業
活
動
が
土
地
利
用
や
生
物
多
様
性

に
直
接
の
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
管
理

す
る
に
あ
た
り
、
十
分
な
情
報
を
基
に
意
思
決
定
を

下
す
こ
と
が
で
き
る
企
業
。
具
体
的
に
は
、
イ
ン
フ

ラ
セ
ク
タ
ー
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
業
者
、

一
次
農
産
物
・
林
産
物
の
生
産
者
、
採
取
産
業
な
ど

タ
イ
プ
Ｂ
：
加
工
業
者
、
貿
易
業
者
、
製
造
業
者
、

小
売
業
者
な
ど
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
通
じ

て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
思
決
定
に
取
り

組
む
必
要
の
あ
る
企
業

タ
イ
プ
Ｃ
：
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
を
通
じ
て
取

引
先
で
あ
る
タ
イ
プ
Ａ
と
タ
イ
プ
Ｂ
の
企
業
に
働
き

か
け
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
つ
な
が
る
選
択

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
金
融
セ
ク
タ
ー
。
こ
う
し
た

評
価
測
定
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
金
融
機
関
に
対
し
、

投
資
先
を
審
査
・
評
価
す
る
際
に
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
へ
の
道
筋
に
沿
っ
た
取
り
組
み
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
る
よ
う
推
奨
し
て
い
る
。

評
価
測
定
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
ど

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
加
盟
団
体
、
政
府
、
市
民
団
体
、
パ
ー
ト

ナ
ー
、
民
間
部
門
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
セ
ス
が
終
了
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
評
価

測
定
ア
プ
ロ
ー
チ
の
最
終
版
が
2
0
2
4
年
下
半
期

に
公
開
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
現
在
、
企
業
に
よ

る
採
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
や
手
引
き

を
作
成
中
で
、
2
0
2
5
年
の
早
い
時
期
の
提
供
を

予
定
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
は
、
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
が
約
30

年
に
わ
た
っ
て
加
盟
団
体
・
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
う
。
ま
た
、

2
0
2
3
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
リ
ー
ダ
ー
ズ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
経
団
連
の
頼
も
し
い
代
表
団
10
人
を

迎
え
、
評
価
測
定
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
議
論
で
き

た
こ
と
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し

た
議
論
が
実
現
し
た
背
景
に
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る〝Contributions
for
N
ature

（
自
然
へ
の
貢

献
）〞プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
利
用

拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
経
団
連
自
然
保
護
基
金
に

よ
る
支
援
を
は
じ
め
、
経
団
連
と
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
長
期

に
わ
た
る
協
力
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

2
0
2
4
年
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
リ
ー
ダ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
、
今
後
開
催
予
定
の
会
合
を
通
じ
て
、
経
団

連
な
ら
び
に
経
団
連
会
員
企
業
と
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
が
さ
ら

に
手
を
携
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ
ー
ル
の
達
成
に
向

け
て
日
本
の
産
業
界
の
貢
献
を
後
押
し
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

＊
は
本
誌
11
ペ
ー
ジ
「
頻
出
用
語
一
覧
」
を
参
照

（
英
文
原
文
を
、
経
団
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

ジ
テ
ィ
ブ
と
呼
ば
れ
る
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

実
現
に
向
け
た
貢
献
の
あ
り
方
に
つ
い
て
合
意
形
成

を
図
る
た
め
、
多
く
の
組
織
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ＊

の
も
と
に
結
集
し
て
い
る
。

近
年
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
実
現
に
向
け
た
活

動
は
盛
ん
で
、
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
し

か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ
ー
ル
の
達
成
に
資
す
る
活

動
を
、
誰
も
が
特
定
・
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
こ
う
し
た
活
動
が
検
証
可
能
で
あ
り
、
科

学
的
に
確
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
評
価

プ
ロ
セ
ス
が
必
要
に
な
る
。

そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
で

は
、ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と

も
協
働
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
加

盟
団
体
、専
門
委
員
会
の
知
見
を
活
用
し
、「
ネ
イ
チ

ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
評
価
測
定
ア
プ
ロ
ー
チ（
評
価
測

定
ア
プ
ロ
ー
チ
）」
を
開
発
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
、

企
業
、市
民
団
体
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ
ー
ル
の
達

成
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
目
標
設
定
を
行
い
、
進
捗
を
評

価・測
定
す
る
に
あ
た
り
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

統
合
型
の
手
法
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
絶
滅
危
惧
種
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
を
は
じ
め

と
す
る
生
物
多
様
性
に
関
す
る
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
デ
ー
タ

や
基
準
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

目
的
は
、
①
種
に
対
す
る
脅
威
を
低
減
さ
せ
る
行
動
、

②
生
物
多
様
性
回
復
の
た
め
に
生
態
系
を
保
全
・
復

元
さ
せ
る
行
動
│
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
取
り
組
み
は
、
当
初
か
ら
、
民
間
部

門
が
実
行
可
能
な
活
動
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。
企

業
は
生
物
多
様
性
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ
ー
ル
の
実
現

に
向
け
て
、
種
と
生
態
系
に
関
す
る
指
標
を
特
定
し

た
う
え
で
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
す
た

め
に
強
固
な
科
学
的
根
拠
を
有
す
る
手
段
を
用
い
て

い
な
い
場
合
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
企
業
が
、
上
述

の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
評
価
測
定
ア
プ
ロ
ー
チ
を
利
用
す
れ

ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ
ー
ル
の
達
成
に
向
け
て
、
測

定
・
検
証
可
能
な
形
で
意
味
の
あ
る
貢
献
が
で
き
る

国
際
自
然
保
護
連
合（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）事
務
局
長

グ
レ
ー
テ
ル
・
ア
ギ
ラ
ー

枠
組
み
作
り
か
ら
行
動
へ

│
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
評
価
測
定
ア
プ
ロ
ー
チ
」
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図表 2030年ネイチャーポジティブの実現と2050年までの
生物多様性の完全回復

出所：「ネイチャーポジティブ・イニシアティブ『A Global Goal for Nature』」
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